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正誤表

※以下，例えば 103のような表記は 10ページの上から 3行目，105の表記は 10ページの下から
5行目，などの意味である．

1. 137: X : Ω → Bd → X : Ω → Rd.

2. 13, 脚注：Laplace (1749–1823) → Laplace (1749–1827)

3. 227：(1)において → 削除

4. 275：(2)より → (3)より

5. 331：(M1 −m1)F̃1(A) → (M1 −m1)µF̃1
(A)

(p.34，注意 1.3.12に従えば誤りではないですが，この段階では µ
F̃1
と書くべきでした)

6. 337：F (bk)− F (ak) → F (bk+)− F (ak+)

7. 447：{X ≤ a} ∈ F → {X ≤ a} ∈ F

8. 491：λ2
∞∑
k=0

ke−λλ
k

k!
→ λ2

∞∑
k=0

e−λλ
k

k!

9. 795：
∫
R
etx

1√
2π

e−
z2

2 dz →
∫
R
etz

1√
2π

e−
z2

2 dz

10. 8412： 系 2.4.8では全て p > 1．

11. 857：xp = xq → xp = yq

12. 971：a > 0 → ab > 0; a < 0 → ab < 0

13. 1116：a = . . . → α = . . .

14. 1154：λi = λ̃i → λi = λ̃j

15. 1185：
{
inf
n∈N

Xn ≤ α

}
=

∞⋃
n=1

{Xn ≤ α} →
{
inf
n∈N

Xn < α

}
=

∞⋂
n=1

{Xn < α}

16. 2017：[a, b+ n] → [a, b+ n−1]

以上，

その他，コメント等は shimizu@waseda.jpまでいただけますと幸いです．
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